
 

 

 

 

 

 

加世田常潤高校・生活福祉科 

(2023.6.27) 

「介護実習への思いと私の目標」(文責：武末) 

 私たち二年生は、7 月と 9 月にかけて計 25 日間、特別養護老人ホームと介護老人保健施設に分か

れて介護実習をさせていただきます。私は実習に行くにあたり、「職員の方や実習生同士でも質問や情報

共有を行い、利用者様一人一人にあったケアの方法を知る」という目標を立てました。その目標を達成す

るために、3 つの取り組みを考えました。一つ目は、実習生同士の情報共有を行うことです。二つ目は、利

用者様とコミュニケーションを取り、観察を行うことです。三つ目は、積極的に職員の方に質問し、ケアの

方法を知ることです。 

一年次の実習では短期間の実習で、今回の実習は 25日間という長期 

間の実習となるため、コミュニケーションの取り方や、その方にあった支援を 

行うことができるかなどとても不安な気持ちがあります。しかし、利用者様 

と関わっていく事の楽しみもあります。前回の実習では、積極性が足りない 

事が課題になったので、今回の実習では自分から積極的にコミュニケーシ 

ョンを取り、利用者様の事を一つでも多く知っていきたいです。 

「ふれあいと学び」(文責：有村) 

   6月 2日、加世田中学校の一年生に加世田常潤高校の体験をしていただきました。生活福祉科では

「モルック」と「手浴」の体験をしてもらいました。私は、モルックの係で、司会を担当して，中学生を盛り上

げることに取り組みました。最初は緊張してうまく伝えられなかったため盛り上げられることができません

でしたが，少し慣れてきていろんなことに気づくことができました。例えば、なぜ「モルック」というスポーツ

にしたのか、なぜ「モルック」は上から投げてはいけないのかという事を説明しました。 

「なぜ？」という疑問が生まれそうなことを考え、いつ質問されてもいいよう 

に前もって考えることが必要だという事に気づきました。また、その時の状況 

を判断し中学校の皆さんが退屈しないように状況に合わせて対応を変える 

ことが出来ました。このことを通して自分が取り組むべき事は、前もって考え 

行動することが大切だと学びました。 
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「介
護
実
習
」は
介
護
福
祉
士
養
成

校
で
あ
る
本
校
生
活
福
祉
科
に
と
っ

て
学
び
の
柱
と
も
言
え
る
重
要
な
学

習
で
す
。
学
校
で
学
ん
だ
事
（理
論
）

と
福
祉
現
場
で
の
実
習
（経
験
）
を
統

合
さ
せ
，
介
護
の
専
門
性
を
高
め
て

い
く
土
台
と
な
り
ま
す
。
近
隣
の
福

祉
施
設
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
実
習
が
実
施
で
き
ま
す
。
事
前
学

習
に
お
い
て
も
，
「介
護
の
実
習
は
人

の
生
活
や
人
生
を
教
材
に
し
て
学
ば

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
」と
い
う
こ
と
を

繰
り
返
し
確
認
し
て
い
ま
す
。
そ
の

こ
と
の
意
味
を
深
く
理
解
し
た
上
で

介
護
実
習
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で

す
。
８
月
３
日
に
も
中
学
生
体
験
入

学
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
介
護
現
場

の
人
材
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す

が
，
こ
の
介
護
の
仕
事
の
魅
力
は
何

な
の
か
，
福
祉
の
良
さ
と
は
何
な
の

か
，
利
用
者
の
方
と
の
出
会
い
を
通

し
て
生
徒
か
ら
語
ら
れ
る
ス
ト
ー
リ

ー
が
未
来
の
福
祉
に
つ
な
が
っ
て
い

く
の
だ
ろ
う
と
感
じ
で
い
ま
す
。 
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